
NATM工法 196ｍ

博多駅前
2丁目

明治公園

西日本シティ銀行

福岡シティ銀行

福岡センタービル

連絡坑トンネル
140ｍ

博多駅前通り

住
吉
通
り

開削工法

博多駅前
ビジネスセンター

八百治ビル
紙与駅三ビル

九勧博多ビル

タカキ
ビル

カフェ・ベローチェ
博多駅前店

マ
ル
イ
ト

博
多
ビ
ル

ブ
ラ
ザ
ビ
ル

デ
ュ
ー
ク
ス

ホ
テ
ル
博
多

サ
ン
エ
フ

ビ
ル

陥没 
箇所 

１ 

 １ ナトム区間における地質調査の経緯 

土質調査（柱状図・地層想定図）   
 期 間：H22.6.5～H22.10.2 
 概 要：ボーリング調査 
    （２箇所，うちナトム区間１箇所） 
 

 期 間：H22.12.29～H23.3.25 
 概 要：ボーリング調査（２箇所） 
 

 期 間：H23.9.21～H24.3.28 
 概 要：ボーリング調査 
    （4箇所，うちナトム区間１箇所） 

概略設計             
 期 間：H22.7.15～H23.3.25 

【ナトム区間平面図】 

予備設計             
 期 間：H23.4.16～H24.3.25 
詳細設計             
 期 間：H24.7.3 ～ H25.3.25 

工事 
●福岡市地下鉄七隈線博多駅（仮称）工区建設工事 
 期 間：H25.12.5～H31.3.15 
●大断面部岩盤部調査 
 期 間：H27.11 
 概 要：ボーリング調査（ナトム区間１箇所） 
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揚水試験                     
 期 間：H24.10.10~H25.5.15 
 概 要：地下水の湧水量， 
     地下水位低下の影響範囲など地盤特性の把握 
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＜施工延長あたりのボーリング本数（既存調査ボーリングを含めた比較）＞ 
  博多駅(仮称)工区 ナトム区間(L=196m) 6本 196m÷6本 = 平均 33m/本(詳細設計時点) 
  七隈線薬院西工区 ナトム区間(L=837m) 7本 837m÷7本 = 平均120m/本                 

28年度 
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 ナトム区間における地質調査は，平成２２年度より，構造検討や工事の実施と併せて，
段階的に行っている。 

土質調査   
●陥没事故の原因究明の一環として，検討委員会からの 
 要請により，トンネル上部の岩盤性状を確認。  
 期 間：H28.12.22～H29.2.1 ※現地調査期間 
 概 要：ボーリング調査（ナトム区間4箇所） 

今 回 実 施 

JR博多駅 天神方面 

  

凡  例 
  ‥既往調査(他事業) 
  ‥Ｈ22～23(設計時) 
  ‥Ｈ27  (施工時) 
  ‥Ｈ28(今回実施) 

【地質調査箇所】 
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